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国

国語長母音の音韻論的解釈

国語
長母
音の
音韻論的解釈に
関して
は 、
従来大体三
種類の
説が
出

されてい
る 。

一 、
「引き
音」
説

二 、九〈〈~
説

三 、
普通の
母
音と
同一
と
する
説

この
三つ
の
解釈をめ
ぐっ
て二
三
意見の
交換が
見られるが{1) 、
ま

だはっ
きりした
意見の一
致は
見られてい
ない
よ
うで
ある 。
その
原
肉

の一
つ
は 、
各
論者の
音韻論的立場の
相違に
あると
思われる 。
こh
で

立
場の
相
違とい
うの
は 、
所謂メンク
リス
ティッ
クな
もの
とメカニ
ス

ティッ
クなもののこ
とで
ある 。
前
者は
「発
音意図」
を
論拠に
加える

が 、
後
者は
「発
音意図」
は
実証困
難として
論拠に
加えない 。

「最善の
音韻論的解釈は一
つ
しか
ない」
とい
う

作業原則(2)より

する
と 、
立
場が
違えば
違っ
た
結論が
出て
もや
むを
得ない
として
手を

こ
まぬい
てい
るわけに
は
行か
ない 。
小
論は 、
既存の
三
通りの
解釈以

外の
新しい
解釈を
提出し
ようと
する
もので
もな
く 、

又
新しい
音声的

事
実の
発見に
基づい
て
解釈し
直すので
もない 。
一
つ
の
統一
的な
立

場 、
即ち
服
部四
郎博士に
従っ
て
「メンク
リス
ティッ
ク・
メカニ
ス

ト」
の
立
場か
ら三つ
の
解釈を比
較検討し 、
康善の
解釈を
決めよ
うと

国

広

哲

弥

する
もので
ある 。

二 、
従来の
諸説検討

一 、
「引き
音」
説

金田一
春
彦・
柴田
武・
楳垣実の
諸氏に
よっ
て
唱えられてい
る
説で

「引
ぎ
音青索」
を認めようと
する
もので
ある 。
しかし
各氏の
解釈の

板拠は一
様で
はない 。
金田一
氏はこ
れを認める
理由を次の二
点に
ま

とめてお
られる 。

すなわち 、
この
[長音の
部分の]
《あ》《い》《う出《え》《お》
に

対して
促音・
探音の
変種に
対するの
と 、
ちょ
うど
同じ
音韻論的な

見方を
試みてよい
と
思う 。
そうするとこうなる 。

ω
《あ》《い》《う》《え》《お》
は
すべ
て
同じ品目績の 。ウァ
ライエ

ティ
ーで

ある 。

そして
ω
その
音韻の
発音意図は 、
直前の
音節の
音を一
音節分引くこと

で
ある 。
そして
その
唇の
形や
舌の
位置や口の
開きは
全く
捨象され

て
い
る 。
(『国語と
国文学』
昭和二
十五
年一
月号 、
五二ペ
ージ 、

「『五億』
と
『業苦』i『引き音節』
の
提唱|」)

金田一
氏は
ωにおい
て 、
メング
リス
テイY
クな
「発
音意図」
を
音

素設
定の
理由としてお
られる 。
発
音行為は
意志行為で
あるか
ら 、
心
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理
的には
当然そこに
「怠図」
が
存
在するわ
けであ
るが 、
何分
現段
階

では
実証が
困難であ
る 。
メカ-一
ス
トとしての

立場か
らは
残念なが
ら

その
理由付けを
受け容れることがで
きない 。
「発音意図」
に
頼るこ

とが
妥当で
ないことに
関しては 、
服部
博士が
『音韻論と
正
書
、品位

(
研
究
社

昭
和
初
年)

9
頁
以
下
及
び
「
音
韻
論
(
三)
」
(
『
国
語
学
』
却

輯)
に
詳し
く説い
てお
られる 。

次に
柴田
武氏は
「音声
ーーその

本
質と
機能」(『函語教育の

ための

国
語
講
座
2
音
声
の
理
翁
と
教
育
』

朝
倉
書
庖

昭
和
お
年)

の
中
で
「
引
き

立回」
説を
唱えてお
られる 。
柴田
氏はシラピ
lム

(斉韻論的音
節)
の

椛造在次の
よ
うな

ぷにして
示してお
られる 。
そして
「引き立回
節」
R

に
関して
次の
よ
うに

根拠を
述べ

られる 。

ね
z 

s c h J 1 U 0 R 
P t k w e a 

b d g 

、
J 

町1 n 

r 

自 立 拍 !日付属拍|附属拍

hzJ
 
?レ作り+』蜘

Rの
代りに 、
ここに
も五

つの
母音音素を
認める
考え

もあ
る 。
しかし 、
同じ
母
音

音素が
異なる
位置に二
度出

ることは 、
シラピ
lム

の
切

れ目をはっ
きりさせ
るため

に、

避
け
た
い
。

そ
こ
で、
「
む

ね」
にあ
る母音を
切れめ
な

く
統ける
(母音音素を
重ね

る)
とい
うこと
を
表わすた

めに 、
母
音の
音色の
差に
かか
わらず 、
こ
れを
統一
的にR
で
あら

わすこととした
(この
汚えは 、
金田一
春彦氏の
「引き音」
説と

同じで
ある) 。
こ
れを
認める
ことによっ
て 、
「あ

た
ま」
の
部分

むあたま|くび|

に 、
ゼロ
音素(あ
るいは
有aF喉頭音抗日紫)
を
認める
必
裂は
な
く

な
る。
「
好
悪」

と
「
呼
応」

は、

吉田
O

布
、品m

r
8同

{
-宮
町

の
ように
区別して
示すことがで
きる
(位
頁以下) 。

以上は
金問一
氏と
同じ結論を 、
「発音怠凶」
を
持ち
出す
代りに
客

観的にシラビ
lム

の
構造か
ら出されたもの
であ
る 。
箔者と
同
様な
立

場をとっ
てお
られる
と
考えられる
柴田
氏
の
根拠には
殆ど
異存が
な

い 。
しかし一
つ
疑
問に
思う点があ
る 。
柴田
氏は 、
「同じ
母立目立日素が

.
•
•
.
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
.
.

 

異なる位
置に二
度出ることは 、
シラピ
lム

の
切れ目をはア
きりさせ

•
•
•
.

 

るために 、
避けたい」(圏内…筆者)
と
述べ
られる 。
それならば 、
も

し
服
部博土の
ように
ミ
を
認め
ればシラピ
lム

の
切れ目をはっ
きり

させ
ることがで
きるか
らR
を
認める
必要は
なくなるの
であ
ろうか 。

ここ
で
問題に
なるの
は 、
条田
氏の
御言葉か
ら
感じ
取れるよ
うに

ミ

はシ-アビ
ーム

の
切れ目を
示すための
使宜
的な仮構であっ
て 、
音声
的

な
裏付の
ない
もの
なのか 、
それと
も 、
シラピ
lムの

切れ目を示す必

要とは
直接関係の
ない 、
立ntF的裏付に
よっ
て
認め
得る
もの
なのか 、

とい
うことであ
る 。
服部博士は
ミ
に
関して
次の
ように
言われる 。
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H
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寸
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u
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(
中
略)

(ル)
の
系列は
母音や
半母音で
始まるか
ら 、
こ
れだけは
例
外

的な
〈"」〈"
宅曲
とい
う

構造を
有する
と
すべ
きであ
ろう
か
?こ

の
系列の
母音で
始まる
ものは，
同
じ
列の
子音で
始まる
もの
より

母
音が
長く(たとえば
?]
の
母
音は
[伺釦][
含]
などの
母音よ

り
長い
で
[」]
は
仙の
列の
[」]
より
長いか
ら ，
一
一利の
有戸の
戸



門子音で
始まると
見るこ
とは
不可能では
ない .
この
系列が
有声

の
声門子
音音素
ミ
で
始まると
解釈すると ，

『[曲rs
E](温h)
Er
prミ

{[
宮一
号](uq
!? .)~
E
包乏

「[
百](詮測)
\gよ\

{[
E](察)
\
E\

国語長母音の音韻論的解釈

のよ
うな

発音の
差
異の
音
頭論的
解釈に
も適用することがで
きる

ばか
りで
な
く 、
初頭の
位置に
あるモ
l
ラが
すべ
て
の〈-
C〈
と

い
う

構造を
存するこ
とと
なり，
適当で
あると
考えら
れる
(「国

語の
音韻休系と
新日
本
式ロ
ーマ

字つづ
り

方」 、
『教育技術』
8
巻

4
号 、
5
号(昭和泊
年) 。
『言語学の
方法』由巳頁以
下に
再録) 。

即ちシ
ラピlム
の
切れ目を
示すこ
ととは
関係なしに 、
音声的事実

に
基づい
て
認め
られてい
る 。
TrgE]
と
[
E
LD]
を
比
較
する

時 、
〔・2・〕
では
中
聞に
強さの
谷が
あり 、
声
帯は
少し
狭め
ら
れ 、
弱い

「きしみ」
が
感じら
れる 。
しか
し
Th]
には
その
よ
うな
こ
と
は
な

い 。
筆者は
服部博士に
従っ
て 、
長母
音の
解釈に
先立っ
て
\く
を認

め
たい

と
思う 。
\く
を認め
る
立場か
ら
すれば 、
同一
のシ-ア
ビ
ーム

の

中に
同じ
母
音音素が二つ
並ぶ
と
見るこ
とは
妥当で
ない
と
するはっ
き

りした
理由が
ない
限り 、
柴田
説は
後述の
服部説に
合流せしめな
けれ

ば
ならない 。
又
\く
を認めら
れない
柴田
説では

\目\(羽)

\百\(
un)

の
よ
うな

「あた
ま」(子音音素)
の
ない
シ
ラビ
iム

が
現れる
こ
とに

な
り 、
シ-アビーム
の
構造が
やや
不揃いに
なる
点が
気に
なる 。

\ .\
と
\同\
を
認め
ら
れる
人として
楳信一
笑氏が
ある 。
氏は
長立日に

阿して
次の
よ
うにい
われる 。

音声としては
?]
口][E]
?]門口]
の
五
種あるわけだが 、
音

鼠としては 、
前の
音
節の
母音を「引く」とい
う点が

弁別的特徴と
き
いた

認め
ら
れる 。
「ガlル」
と
「:・
が
ある」 、「聞い

た」
と
「黄板」

「数理」
と
「酢売り」 、
「姪」
と
「眼へ」 、
「業苦」
と「五億」とを

比べ
ると 、
ゆめきらかに
意義の
差が
示さ
れてい
るか
ら 、
母音単独

音節は 、
その
前に
現れる軽い
声門有声摩擦音[防]([
乙
の
有声

音)
を子音音素と
解釈し 、
それを\く
で
示し
\〆帽
子
〆
〆 .0\

と
する 。
引音
節は
\同\
で
示す(『パ
ラとさくら
|lt日

英比較語

学入
門』
大修
館
昭和お
年 、
広∞頁) 。

楳垣氏の
結諭は
筆者と
同一
で
あるが 、
弓引く』
とい
う点が

弁別的

特徴と
認め
られる」
とい
う

説明は
金田一
春
彦氏の
場合とよく似てい

てメン
ク
リス
ティッ
クで
ある 。
又後述の 、
時期的にはこ
れより
早く

発表さ
れてい
る
(昭昭お
年)
服
部博士の
批判に
耐え得るに
充分な
根

拠が
明示さ
れてい
ない 。

一一 、
\〈〈\
説

こ
れは
服部博士の
御説で
ある 。
崎門土は
『音韻論と正
沓法』
研究社

(昭和お
年)
5N
頁以
下でこの
問題を論じら
れ 、
次のよ
うに

付け加

えておられる 。
因みに 、
長母音を 、
共通の
「ひ
きのばし
要素」
が
短母音に
加

わっ
た

もの
と 、
解釈するこ
とがで
きない
で
あろうか
?
しかし

[R][r][匡一]
[冊一][OH]

などの
[一]
で
表わした
部分は 、
夫々
別の
音声(母音)
で
あっ

て 、
共通点としては 、
それが
母音で
あるとい
う

事以
外には
ない 。

このような
場合に 、
それら
を
何等かの
同一
の
音素的要素に
該当
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すると
見るこ
とは 、
不当で
ある
(H
E頁 、
圏点筆者) 。

更に
前掲
「音韻論(三)」
で
金田一
氏の
説に
関
連して
次の
よ
うに

述べ
てお
られる 。

金田一
さん
と
私との 、
長母
音に
関する
意
見の
相違は 、
克旅す

る
道の
ない
もの
では
ない
と
思う 。
たとえば 、
私は 、

[
E
白
(
酬明)
\
r
2
\切
[
ro一]
(
司)
\
roo\心
[
r
z
心
(
同)
\
E
C
\

と
解釈し 、
第2
モ
lラに

\
主
\O\
\
ミ
とい
う

夫々
互
に
異な

る
音素を
立てるが 、
同時に
それは\の〈〈\
とい
う同じ

構造に
属

す
る
と
説
く 。

金
田
一
さ
ん
が 、

こ
れ
ら
の
第
2
モ
l-
7
に

弓
引
き
音

節」
とい
う)

同一
「音素」
を
認めようとされるの
は 、
この
場合

の
「音素」
とい
う
術語の
内容が 、
私のい
う

「音素」
の
内容とは

異なるためで 、
金田一
さんは 、
\の〈〈\
の
\〈〈\
が
(私のい

う意味の)
同一
母
音音素の
連続であ
る
点に
注
意して
居られるの

に
過宮ない
と
思う
(即
頁下) 。

しかし
私見では 、
どの
点に
注意するかはか
なり
大切なこ
とであ
る

と
思
う の

\同\

説
と
\
〈
〈\

説
の
相
違
が
同
一
の
音
声
観
察
に
基
づ
き
な
が

ら 、
注意点の
相違に
よっ
て
生じたものであ
ると
すれば 、
どの
点に
注

意するの
が
れ
h

妥当であ
るかがやは
り考察されねば
ならぬと
思う 。

τ宰一一一一一一

三 、
普通の
母音と
同一
と
する
説

こ
れは
長くの
ば
された
部分を
特別の
音とせ
ず 、
普通の
母音(ア 、

ィ 、
ゥ 、
工 、
オ)
と
同一
の
もの
と
する考えで 、
米国のB- sフロッ
ク

及
び浜田
敦氏に
よっ
て
唱えられて
い
る 。
ブロY
クは
=ωEE2

5

【UG--DA
E白}
し『回
目出
口刊日叩
同
〈
HU70ロ

ヨ三円凹 ヱ(
円、
〉
ZO
C
〉の間切
〈c-
×
u〈
〈-v
H回目(〕)

制品N
において 、
同一
の
母
背が二つ
続く
場合を
記述してい
るが 、
強

さ
の
谷
や
声
門
括
約
を
観
察
し
な
が
ら
も 、

観
控訴
の
範
囲
が
網
羅
的
で
な
か
っ

たために
次の
よ
うに

言っ
てい
る 。

叶
当o
rr巾
ぐodqo一回
目ロ
印口口円。凹巴ロロ
白円。
甘円。ロD己口口
止
自
白
司『
守

口叩江口白-
q
oぐ巾ユロロ間
〔
H-o口問]
〈D
d〈巾一"
。』ロ白-
5
ιz
gzoロ
門0

75

〈O
毛色ω
D『
ロ
ミ
ヨω一
一
3四円「
(制
円)白

同凶己門
M『
子巾
印巾円。ロ牛
ぐ口
君。-
S
凹己口r
h凶
nO
B
E口白CDロ
一凹『o-一od〈4

命牛
rv、
凶
]ロロ間
口mwmmY
D門
広
比一ω
}回一四「巾円
一口
問》一円円「
同}H俗口
同ro

一
H3
5
E
S件。-可
『D=o
若
宮同
日可]
Z
ZP
同70
5
2
国
与一
ヨ一口
三一Dロ
吉

]OロL
Smm
Z
220口
子。
フ〈O
〈口
君。]凹
(凹D
50t
g
2
2
8
5司ω口一
旦

r可
出
回一一四
Z
m-02白-
8口間同『戸円円一ロロ)
白口牛
釦
円開口
25一
司
三
8
0『
OH­

甘んコ
己一口口
Oロ
円70
凹ぬ円。口仏

(
連続する
二つ
の
同じ
母音は品目芦的に
長母音として
発音さ

れ 、
長さは
標準の
長さの
母音二つ
と
同じであ
る
(制H) 。
しかし

もし
その
よ
うな組合せの

二
番目の
母音の
後に
長い
鼻音が
来る

か 、
あ
るい
は
その
母音が
直後の
音節より音調が
高い
時には 、
二

つ
の
母音聞に
強さの
谷
(時にか
すか
な声門括約を
伴う)
が
現

れ 、
二
番目の
母音は
新たに
強い
呼
気をもっ
て
発音される 。)

そして
強さの
谷の
現われる
例として
次の
三語を
挙げてい
る 。

[
笠
宮]
8
5町民同
草、
き守
司
(
識
潤)

[間00ロ]
〔UFN
詰
旬
、
3
5町民白た
S
(
洞
時)

〔
さNPAV
E]
九
弘、
(
益)

しかしこ
れに
対しては
次の
よ
うな反証を

容易に
挙げることがで
き

スv 。
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国語長母音の音韻論的解釈

ロ010ロ
己
(
今
減)・

プロッ
クは 、
該個所に
つ
けられた
郷註%におい
て 、
極
度に
ゆっ
く

り話す場合にはこの
強さの
谷を
別の
音素に
該当させ
得る
可能性のあ

るこ
と
を述べ
なが
らも 、
結局強さの
谷を
「自動的
現
象
(
2552w

司r
SOB
SDロ)」
と
する
誤っ

た
結論に
逮せざるを
得なかっ

た。
即ち 、

叶「冊
全
5
5EZD口
一口
一OEι口四回目
(
2
8
5唱曲
E
E
ru、
同一03
と
ロロコ­

m
5
2
5コ)
Z
72
2
n巾
コ
巳口
口Oロ凹巾
22〈叩
〈D
毛色帥
5
5司E
R

Bo
念
s
z一司
日}0
4〈
印
刷河
合r
F帥
ロOH
m
司r
SO
Sぬ
口『
‘0
旬。ロ
守口nHC円札

。
ュ
Z
Erp
r
三
曲ロ
E
S
S
E-n
Z
SO
SOD
S-
司円
包
w
grz
z

芯吋
ヨ田
口問
手。
咽ro口。江口
巾ロ〈戸円Dロ
ヨ巾
三

(
早く 、
あ
るい
は
適度に
ゆっ
くり
話される
場合 、
あ
る
母
音連

続の
中
間に
現れる
(
声
門括約を
伴っ

た)
強さの
谷は 、
「
開放
述

接」
音素の
如きものでは
なくて 、
音声的環山明か
ら
見て
予言で
き

る
自動的現象であ
る 。)

か
くして ，フロッ
クは 、
同一
母
音が二つ
以上連続する
場合は
強さの

谷があ
る
場合もない
場合も全て
普通の
母
音が
並んでい
る
もの
と
解釈

した。.フロッ
クの
推論は 、
強さの
谷の
解釈を誤っ

た点 、
従っ
て
同一

母音の
連続に
音韻論的に
区
別されるこ
穫があ
ること
を
見逃し

た
点で

同意することがで
きない 。

次に
浜白
敦
氏は
「国語音韻体系に
於ける
長音の
位
置」
(『国語学』

幻
輯)
に
おい
て 、
金田一
氏の
「引き音」
説と
服
部博士の
\〈〈\
説

を
批判され 、

私は
服
部博士の
様に
長
音\p
r
t・--\
を母
音モ
lラ

\
〆 .r

.F
\
と
区
別すると
云う考えを
も
採らず 、
それと
全く同
じ
音

損と
解釈する
(お
頁上) 。

と
結
論されてい
る 。
浜田
氏は
金田一
氏と
服部博士の
意見が
違っ
てい

るこ
とに
関し 、

この
逆の
結論が 、
結局は
発音意図が一
つ
であ
るか
否かと
云う

判断にかかっ
てい
ることは
明かであ
る
(お
頁下) 。

と
言わ
れるが 、
この
批判は
当っ
てい
ない 。
前述の
如く 、
金田一
氏は

発音意
図を
判断の
基準と
されたが 、
服
部博士はしてはお
られないの・

であ
る 。
逆の
結論が
出たのは
寧ろ
音誤解釈の
相違に
よるというべ
き

であ
る 。
浜田
氏が
金田一
氏と
同じく
発音意図を音素仮
定の
基準とし

てお
られるこ
とは
次の
言葉に
明かであ
る 。

促立目指液音をそれ人
\一
個の
音績と
認めるべ
き理由も 、
私の
考

える
所では 、
それ
等が
音声的実現に
於い
て 、
それ人
\一
つ
の
共

通した
特色を
具えて
い
ると
云う事に
存するの
では
なく 、
やは

り 、
それ
等が
それぞれの
発音意図を以っ
て
発音されてい
ると
判

断されると
云うこ
とに
あ
ると
私は
考える
(お
頁上) 。

更に
次の
ように
言わ
れる 。

その
発音意図を
適確につ
か
む
為に
は 、
前後の
音節と
切り
離し

て
単独に
発音した
もの
をとりあ
げて
観察するこ
とが
必要であ
り

若し
そうで
なく 、
日
常会話の
自然な
連続的
発音の
状態で
観察し

た
場合 、

たと
えそこか
ら何等かの
共通点を
抽き出して
も 、
それ

に
よっ
てこの
音韻 、
即ち
発音意図を正し
く

抱握するこ
とには
な

ら
ない
倶れが
多分にあ
ると
思う(幻
頁上) 。
[圏点筆者]

こh
に
述べ
られたお
考えは 、
筆
者の
考えとは
全く
逆であ
る 。
「前

後の
音節門Hモ
l
ラ
音〕(3)
と
切り
離して
単独に
発音した
もの
をと

りあ
げて
観察する」
こ
とは
極めて
不自然であ
り 、
自然の
事実をゆが

めるお
それが
多分にあ
ると
思う 。
少くと
も一
シ
ラピiム
(品目韻論的
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音節)
相
当の
もの
を
単位として
観察されねば
ならない
と
思う 。
殊に

促品目・
援車円及
びこの
長母
音は
他のモ
lラ

音と一
所に
なっ
て一
シ-アビ

ームの
中で
発音される
もの
であ
るか
ら 、
それを
切り
離して
発音する

こと
自体に
大きな
無理が
伴う 。
筆者は 、
隣接音とのつ
なが
り

方に
注

怠
することは
大切であ
ると
思う 。
このつ
なが
り

方の
特徴は 、
「単独

に
発音し

た
もの
をと
りあ
げて
観
察する」
場合には 、
完全に
見失わ
れ

てし
まう
・もの
であ
る 。

か
くして
浜田
氏は
次の
ような
結論に
達せ
られる 。

従っ
て
促音 、
媛音の
方は
若し
やろうと
すれば
全く
前後の
音節

門Hモ
l-7t日]

か
ら切り
離して 、
こ
れだ
けを
単独で
〔い\]
[\]

と
発音して
見ることが
出来る
(
それを
私は
略々
[口][門]
と
見

る) 。
ところが
長音の
方は 、
若しこ
れだけを
切り離して
発音す

るならば 、
それは
長音で
も何で
も
ない
それぞれの
母音の
音節に

過ぎず 、
こ
れを一
つ
に
括っ
て
引き音節などと
すべ
き理由はどこ

に
もない
ことに
なる
(幻
頁上) 。

浜田
氏はモ
lラ

単独観
察に
災されて 、
同母
音問の
強さの
谷の
存
在

の
有無を
見逃が
された。
この
点及
び
発音意図を
基準と
される
が
故

に 、
浜閉
氏の
結論は
受け
容れることがで
ない 。

三 、
私

案

以
上
従来の
諸説を
検討するに
際して
筆者の
用い

た
条件は二つ
あっ

た 。
一
つ
は 、
根拠が
メン
タ
リス
ティッ
クであっ
ては
ならない
こと 、

他の一
つ
は
\く
を
認めてい
なければ
ならないこと 、
であ
る 。
この

二つ
の
条件を
満足する
もの
は
服部博士の
説の
みであ
る 。
そこで
改め

て
符士の
御説を
検討し
直して
みる 。
以
下便宜上\の〈〈\
の
二
番目

の
〈
を
〈N
主

呼ぶ 。
服部博士は
引き音音素を
認めるこ
とがで
きな

い
理由として 、
既に
引用した
如く
〈N
の
「共通点としては 、
それが

母音で
あ
る
とい
う

事以
外に
は
ない」
と
レっ
て
お
られる 。
しかし

\の〈〈\
説を
受け容れようと
する
時一
つ
問題に
なる
点は 、
他の
全て

の
音節が
母音音素を一
つ
しか
持っ
てい
ないの
に 、
二つ
もっ
てい
る
音

節も
ゆめると
すると 、
品目節構造の
規則性が
そこなわれると
言う
事で
ゐ

る 。
で
き
得る
事なら
「全ての
音節は
母音音素を一
つ
し
か
持たない」

と
言えるよ
うにしたい 。

そこで
観点を
少し
ずらせて 、
〈N
の
前行音とのつ
な
がり
方に
照明

を
当ててみると
次の
ように
なる 。

ω母
音音素は
長音の
場合以
外は
全て
子音音素又は
半母音音素の
あ

とに
現わ
れる
のに 、
長品目の
場合は
直接に
母音音素に
従っ
て
現わ
れ

る 。ωしか
も
同種の
母音品目素にしかつ
なが
らない
(\の〈ミ
に
つ
い
て

は
後述) 。

この
〈ω
の
前行音へ
のつ
なが
り

方の
特異性は 、
〈N
を一
般の
母音

音素と
別扱いにし
得る
充分な
理由だと
考える 。
更に
〈ω
が 、
モ
l-7

音素\Z\\心\
と
次の
ような
諸特徴を
共有するこ
とを
考え
合わせ
る

時 、
〈ω
をモ
lラ音素群に

属させて 、
\同\(4)と
解釈する
こ
とが
可能

だと
考えられる 。

ω単独で一
モ
lラに

該当する 。

ωしか
も
単独では
音節を
なさず 、
前行者に
強さの
谷なくつ
なが

る(51ω音節の一政に
立つ
こ
とが
ない(6) 。

ω\Z\\C\
の
場合は
後続の 、
\同\
の
場合は
前行の
音に
同化されて
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著しい
異音的変容を一不す(73

\
Z
\
い

[
ヨ
]
[
ロ]
[
也
]
[
Z
]
[日
]
〔
岳
]
O
R

\C\。
[司][門][
r
]〔日][
・己

\同\ハ
[白
]
[』
][
ロ
]
〔ぬ
][
O
]

ここで
問題と
なるの
は一
音節に
該当する

\
E-
\
(
山町)"

\
r
o←
\
(
罷)w

\
r
E
\
(
会)

であ
る 。
服部博士はこ
れ
らを
\の〈之
とい
う別の

音節構造に
該当さ

せてお
られる
(『世界言語
概説(干)』
広∞頁 、
『言語
学の
方法』
gH

頁) 。
但し
博士は
『言語学の
方法』
ぽ斗頁におい
て 、

この
ほかに
\の〈之
とい
う

音節があ
ると
説い
て
来たが 、
こ
れ

を
\の〈」\
即ち2
背
節に
発音する
東京人が
少な
くないの
で 、
こ

の
点は
更に
よ
く研究したい 。

と
述べ
てお
られる 。
もし二
音節に
なるの
ならば
\の〈の〈\
と
なっ
て

規則的に
なるが 、
\の〈戸\
を
認め
ると
すると
音
節構造の
規則性
が
乱

れる 。
柴田
武氏はこの
\F\
をそ
l-7

音
素\」\
と
解釈され 、
次
の
よ

うに
述べ
てお
られる 。

国語長母音の音韻論的解釈

さ
らに
「は
ら」
の
位置には 、
二
重母音の
[己
が
来る 。
この

[己
は 、
「むね」
の
\』\
とは 、
舌の
位置が一
般に
低い
(開い
て

い
る)
こと 、
聞こえ
も小さい
(子育的であ
る)
ことで
違う 。
し

か
も[己
は 、
調音の
幅があ
る 。
\て
の
方向へ
むかつ
て
舌が
動
く

ことがこの
音に
とっ
て
重要なことで 、
ロ]
の
位置まで
舌が
もり

φめが
る
必
要は
ない 。
Rに 、
い
ろい
ろな音色の
[日
調音の
著し
く

異なる]
母
音が
含

まれたの
と
同じよ
うに 、
ーに
もい
ろい
ろな
音

色の
[己
が
含

まれる 。
い
ろい
ろな
音を
含むとい
う点では 、

「し

り」
のN
もQ
も同じであ
る 。
そ
れ
らには 、
「あ

た
ま」
か
ら
「む

ね」
までの
音素を
表わ
すの
とは
別の
記号門Hスモ
ール・

キャ
ピ

タル]
を
当てるの
が
妥当だと
思う(前掲書 、
MM
頁(8)) 。

この
\円い〈と
の
\M\
は 、
先に
挙げたモ
l-7音素共有の

諸特徴の
う

ち
ωか
ら
同まで
を持っ
てい
る 。
しかし
制の
特徴は
\Z\\O\\同\
と

同程度には
有してい
なレ
と
思わ
れる 。
即ち 、

\
r
3\
〔
rm日]切
手
怠
]

(
ゆ)

\
r
o-\
[r
o日
]

(
滑柑)

\
E-\
[宵E己

(
芳)

の
如く変容の
幅が
狭い 。

\
r
z
m
\

〔
E
g
]

(
完
熟)

\
5
0
4
0
悶\

[
ヨ
o
か
口一]
(
瀧
鶏)

\YC4c\
[GE同日]
(
や)

右の
例にお
ける
\ .』\
の
異音と比
較してみる
時 、
その
変容の
幅が

普通以
上で
ないこ
とが
更に
よ
く分る 。
しかし 、
長母音の
場合と
同
様

に 、
\M\
の
前行音とのつ
ながり
方を
考慮に
入
れるならば 、
やはりモ

l-7
音素\』\
と
認めてよい
と
思われる 。
\」\
は 、
モ
lラ

音一
覧表に

おい
ては
次の
よ
うに
組入れる 。

ぷ
戸
曽』
ロ

w』
O

r』
釦
r」
ロ

r」
0

同』
印

可』
ロ
H』
0

白『

C』

0「

〔ω一]
が
[命日]
と
発音される
場合は
\芝\
と
表記で
きろ 。
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一
円可

一
口抗

服部博士は
音節構造を次の
よ
うに
公
式化さ
れ
て
い
る
(『言語
学の

方法』ωg頁) 。

\の〈\"
\の〈〈\u
\の〈Z\"
\の〈C\・

\のω〈\"
\のω〈〈\・
\のω〈Z\・
\のω〈ρ\・

今 、
モ
lラ

音素をまとめて
\玄\
で
友わ
すと
すると 、
次の
よ
うに

整理するこ
とがで
きる 。

\の〈\w
\の〈YA\"
\のω〈\・

逆
行同化を
受ける 。
子音的 。

前行同化を
受ける 。
母
音的 。

\のω〈玄\・

四、

音
素
配
列
の
作
業
原
則

\悶\\』\
を認めるに
際して 、
前
行音とのつ
ながり方の
特徴に
注意

したが 、
この
やり
方を
仮りに
「音素配列(司}do
ggnznω)(9)
の
作業

原
則」
と

呼ぶこ
とに
する 。
こ
れは
大
きく
見れば
「体系(宮
55
8ロ・

向Z
5、)
の
作業原則」
に
含ま
れる
が 、
後者が
主とし
て
音素設定ま

での
段階で
適用されるのに 、
前者は 、
一
応立自主計分
析が
終っ
た
後で
適

用される
点で
異なる 。
即ち二
通りの
解荻が
可能な
場合に
補助的な
手

段として
用い
られるわけで
ある 。

英語の
m
ヲ
凹寸・
回ra
の
解釈には
寸君
民含-一(叫山)
以
来とか
く

議論が

あっ
た
日)。

司一
ニ
[
司
J一
]

団
司
ニ一
[明
司『}
〕

丘一-
[同
己
]

回
三一
[凹
→
ュ
]

r--一
[
r
J一
]

m
r
ニ}
[m
HC-
]

[市J
HJ
r a]
は
無声・
有気・
同音
で
あり 、
[HJ
、円
同心
は
無声・

鉱山気・
軟音で
ある 。
ロ
||〈]
とい
う環境では

〔戸
、HJ
MC
は
現わ

れるが
[rd
L-
同]
は
現われない 。
音声的に
も
〔句旬
、HJ
穴]
は
[唱J

円J
r ・]
と
[y
p
悶]
の
中
間に
位し 、
分
布の
点か
ら見て
も[】J
、HJ

穴〕
は
\旬、"
と
の
異
音と
も\y
p
間\
の
異音と
も相補分
布をなし 、

所謂「稜式相補分布」
をなしてい
る 。
この
よ
うな

場合[日J
H
開ハ]

はどち
らに
属さすべ
きか 。
便宜上
名三
の
場合を
例にとっ
て
「音素

配列の
作業原則」
を適用してみる 。
問題と
なっ
て
い
る
\唱\\ぞ
を

中心に
して 、
その
子音速結の
状態を
調べ
てみると
次の
ようで
ある 。

\の閉γ\

」V

\旬。目\
司?"
[司君・]・
咽?"
唱可

\・唱の\
・同MY
・唱少
・匂ω・

\目。旬\
・目p
・5p
-一切・
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\の『・\

ゆ

\『の・\

ZJ
[『宅・]・
『円J
Z .

\・『の\
・『ι・
・rN・

\・の『\
・-r'

(角がっ
この
中は
まれな
例 。)

即ち
\司\
は
有声子音と
も無声子
音とも
連結するが 、
\『\
の
方は

有声子
音のみと
連結するとい
う

特徴を
持っ
てい
るこ
とが
分る 。
従っ

て 、
無声子音
\ω\
の
あとには
無声子音と
連結し
得る
\
更
が
現われ

ると
すべ
きこ
とが
明らか
と
なる 。
同様にして
己E-
尖ニ-
の
場合も

\凹?〉
\mr'\
と
すべ
きこ
とが
明らか
と
なる(ロ) 。

註
浜
田
教
「
国
語
音
韻
体
系
に
於
け
る
長
音
の
位
置」
(『
国
語
学』
幻



(『
国
語
学』
却
絹) 。
両
方
共
本
文

国語長母音の音鎖論的解釈

続) 。
服
部
四
郎
「
音
韻
論
(
三)」

中
で
触
れ
る 。

2

服
部
四
郎
博
士
「『
最
善
の
音
韻
論
的
解
釈
は
一
つ
し
か
な
い』
と
い

う
作
業
仮
説
に
つ
い
て」
(『
国
語
学』
幻
瞬 、
『
言
語
学
の
方
法』
に
一再

録)
3

「モ
1
ラ

音」
と
は
[釦]u
[r同]噌
〔r
z]一
\〆\u
\r由\u
\r
E\・

\Z\
な
ど
の
一
モ
l

ラ
の
単
位
長
さ
に
該
当
す
る
音
(
素)
連
続
を
指

す 。
こ
の
う
ち
単
独
の
音
素
か
ら

成
る
\Z\
な
ど
が
特
に
「モ
l-7

音

楽」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る 。
従
来
「モ
l
ラ」
な
る
呼
名
で
揃
象
的

な
「
単
位
長
さ」
そ
の
も

の
と 、
そ
の
「
単
位
長
さ」
に
該
当
す
る
具
体

的
な
音
(
素)
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
な
い
で
表
わ
し
て
い
た
の
で 、
そ

れ
を
区
別
す
る
た
め
に
後
者
を
「モ
l
ラ

音」
と
仮
り
に
呼
ぶ
こ
と
に
し

た 。
こ
れ
は
神
戸
市
の
田
原
薫
氏
の
御
示
唆
に
基
づ
く 。

4

表
記
記
号
と
し
て
H
を
用
い
る
こ
と
は
避
け
た
い 。
ア
メ
リ
カ
の
学
者

の
中
に
は
米
語
の
長
音
を
h
と

解
釈
し
た
り 、
H
と
し
た
り
す
る
人
が
あ

る
が 、
服
部
博
士
が
『
言
語
学
の
方
法』
ωO由
真
の
脚
註
で
述
べ
て
お
ら

れ
る
よ
う
に 、
「
環
境
問
化
の
作
業
原
則」
よ
り 、

長
母
音
を
h
と
関
連

づ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て 、
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に 、
柴
田
武

氏
に
従
っ
て
R
を
用
い
た 。

5

服
部
博
士
(『
言
語
学
の
方
法』
N
h
頁)
に
よ
る
と 、
琉
球
の
首
里
方

昔日
で
は
モ
l
ラ
と

音
韻
論
的
音
節
と
が一
致
す
る
と
い
う 。

6

服
部
博
士
に
よ
る
と 、
例
外
的
に
「
接
続
詞
な
ど
の
頭
に
は
\ .2\
が

現
わ
れ
る
と
と
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、
\ ・2ι内凶
}S
E\
(
ん
だ
か
ら) 、
\ ・2・

ロ
雪印~
(
ん
な
ら) 。」

(『
言
語
学
の
方
法』
ω
2
頁) 。
隠
岐
島
五
箇
村
で

は
\ ・2
3
8
E\
〔ロ
5
8
E]
(
紫) 、
\ uzr
ミ[
包S〕
(
様)
が
現
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る 。

7

N
Q
が
「
逆
行
同
化」
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
て 、
R

の
み
「
前
行

同
化」
を
受
け
て
い
る
点
は 、
R
を
モ
1

ラ
音
素
と
認
め
る
の
に
別
に
さ

ま
た
げ
に
な
ら
な
い
と
思
う 。
同
化
方
向
の
違
い
は 、
モ
l-7

音
素
間
の

弁
別
的
特
徴
の一
っ
と
見
る
と
と
が
で
き
る
と
思
う 。

服
部
博
士
は

日
本
語
の
長
母
音
は
\mp
-r
E』
\
\
と
い
う
犠
造
を
有
す
る
の

が一
原
因
で 、
21日
節
に
も
発
音
さ
れ
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

と
思
う
(『
言
語
学
の
方
法』
N
令
頁) 。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る 。
こ
れ
は
例
え
ば
\白目\
の
代
替
形
と
し
て
\白〆\

が
現
わ
れ
る
と
見
れ
ば
R
説
の
支
障
に
は
な
ら
な
い
と
思
う 。
逆
の
現
象

と
し
て
\
〈 ・
〈\
が
\
〈同\
と
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
恩
い
A目
さ
れ

る 。
\r
RO悶《白血\
(
枯
枝) 。

8
[
]
の
中
は 、
柴
田
武
氏
の
御
教
示
に
よ
り
付
け
加
え
た 。

9

「畠自
由来
配
列
論
(司roロD
Z
25日)」
に
つ
い
て
は 、
〉・
〉-
Z
EU

L『
ミ
wd
n叫
RhN
。詰

芯
ド
3
hNhRhh
R
hh
S円hR
3h
(H
U印∞)

第
6
章 、

太
田

朗
『
米
語
音
素
論』
(
研
究
社 、
昭
和
弘
年)
第
8
章
を
多
照 。

ω

叶
者釦
門左
巳{
は
そ
の
Oお
b
aw\
2
3
h
h
bnw
~u
Fw
諸
君向
(H
Uω印)
の
必

頁
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る 。

gm
E〈ぬ
ロO町一回rH(
gL
Zι0
5
3
2)Ho
ggrE
5
2可

ぜroロ巾自
民同町F20ロ∞
Z
言内向口付『巾凹円。3
0『
同向司王"
hg向日0『
白

負師}UME--問。円円}凶命日円。匂
D『
白
R2u己一切
』凹
ロロ円
Fロ
白
司roロぬ江口
凹叩・

』ロ
亀戸円司
君}MO『刊
訂
5
3、nD口門同国三
者=『戸内wロロマ〈28Zω印
曲円門戸nEF'

HFop
(門寸
暴)吋
一百円目
白
黒E『明円o
g
ロ口
白ZR
EZ
2
3
8
5E目

。円一=同
一行}回巾
26司出
口町向加-vニ-・2u由同問um-u一口Jm門口・
曲目no円同角川明
司ODι回口同

門口
白
色←『『同町内ロ門
司7DD
EH巾
『円DB
子。凹門口問u問
。『関空-一切
宮H0・ロ
3・

一回目U切『内戸司可。円u日-nwHM旬開門J
内同n-

(
我
々
は 、
ザニで
の
閉
鎖
音
と
〆
竺一て
の
閉
鎖
音
と

の
間
に
何
ら

の
「
音
素
的」
関
係
〔
複〕
を
も
確
認
す
る
権
利
が
な
い
(
し 、
ま
た

確
認
し
よ
う
と
も
恩
わ
な
い) 。
な
ぜ
な
ら 、
正
也一で
の
閉
鎖
音
は 、

無
声
で
な
い
調
音
と
対
比
を
な
し
得
る
よ
う
な
音
声
的
連
鎖
の
中
に
は

な
い
か
ら
で
あ
る 。
(
中
略)

ど=一一切
回司
R0・
明司
5 .
な
ど
の
閉
鎖
音
を

R
Y一一切
恒
常タ
ロ由
同y
r
p
丹田
宮高円u
回一ω司
宮町、
な
ど
の
閉
鎖
音
と
は
異
な

る
音専問
に
該
当
す
る
と
み
な
す
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
よ
う
で
あ
る

[
訳
文
は 、
服
部
博
士
訳
『「
音
素」
の
定
義』
(
英
語
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー(
必)
(
研
究
社)
臼
頁
に
よ
る] 。

太
田
朗
『
米
語
音
素
論』
務
印・斗-
AF-
m-寸-m-
参
照 。
こ
こ
に
は
太
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国
民
に
よ
る
類
似
の
向
型
性
に
よ
る
解
決
が
試
み
ら
れ
て
い
る。

ロ

も
う一
つ
意
見
の
分
か
れ
て
い
る
問
題
と
し
て、
英
語
の
門
ζ]・
[斗ω]

を
\町\u
\〕\
と
す
べ
き
か
\門出\u
\【HM\
と
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が

あ
る。
こ
れ
に
関
し
て
巴ニ一
は
前
掲
害
九
頁
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る。
円}凶
白円
一回u
一
口
回
目U
X巾
口町
凹
司ゆ一一】
口
問e
同
r
o円四
一mw
口
O
凹
ロロ
Y
N
l
H
n一
己目・

5円
白目

之
官・
\

斗
7
2

P
2
0『
白
コ
ω
ロ
岡市

町吋百
三

2
0
口
四
口町
己d
巾
門
2・

8
5

さ
7
可

ご

認め
ヨ田

宮出円

吉
田
E
JNO
片
Z

5-
己
主
O同
町
言
吉
、
回目

白

色
ロ
間一
m
mm
四
ヨ
2
7

3
5
2
H
T
白
口
凶回
白
口一
C
2
2
0『
\門
\
白
口
ι
\
肺
\・

(
即
ち、
綴{子
に
は
あ
る
け
れ
ど
も、
勢、\同}凹・\
の
よ
う
な
2i
l
子
音

速
結
〔
破
裂
音
+
摩
擦
音〕
は
存
在
し
な
い。
こ
の
配
列
の
事
実
が、

与量
ヨhv
の
語
頭
子
音
を
\門\
と
\抑\
の
子
音
速
結
と
分
析
す
る
よ
り

も
寧
ろ
単一
の
分
節
音
素
と
分
析
す
る
方
が
よ
い
と
す
る
理
由
の一
つ

で
あ
る。)

こ
れ
も
「
音
系
配
列
の
作
業
原
則」
の
適
用
の
例
と
見
る
こ
と
が
で
き

司令。

補
註
〈ω
(
長
母
音)
が
〈戸
(
普
通
の
母
音)
と
異
な
る
点
と
し
て
は、
本

文
中
に
述
べ
た
配
列
の
仕
方
の
相
違
の
ほ
か
に、
次
の
よ
う
な
音
声
的
な
相
違

が
観
察
さ
れ
る。

ぺ
同
一戸
一同
時

[
7
0一
r
o
cN]

\
7
0
Zハ
0.
0
\

{
希
ゆ

[
7
0
K
D
Q

\
丁
o
z
r
o
河
\

「
附印
刷胃
、/
[FD-7
2N]
\
ざ
と内0 .め\

{
鶏
半

[
5・roQ

\
5月
宮田\

即
ち
語
尾
で
は
「
声
と
め」
の
仕
方
が
奥
な
る。
〈】
は
軽
い
[~]
(
声
門

閉
鎖)
を
伴
う
か、
又
は
伴
わ
な
い
に
し
て
も
比
絞
的
急
に
止
ま
る
の
に
反
し

て、
〈N
の
方
は
〈-
に
比
し
て
と
ま
り
方
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る。
そ
こ
で
泊

中
の
場
合
を
み
る
と、

{宮崎叫『

[門or巾一]
\門or
gN\

{
詩
型

[円。一rR]
\【
S
Z司\

「
快

[r
g
E]
\rcr-\

F
山開
通

F
Er-]
\rc目r-\

に
お
い
て
語
中
の
[T]
と
直
前
の
母
音
と
の
「つ
な
ぎ」
が、
短
母
音
の
方

が
か
す
か
に
固
い
こ
と
が
観
察
さ
れ
る。
そ
こ
で
〈凶
と
〈N
は
音
声
的
に
も

異
な
っ
て
い
る
と
言
い
得
る。
本
文
中
「
前雪一口」
の
所
で、
小
論
は
何
ら
新
し

い
音
声
的
事
実
の
発
見
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
が、
こ
の
点
は
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

本
文
執
筆
後
い
た
Y
い
た
服
部
博
士
よ
り
の
私
信
に
従
う
と、
北
京
官
話
の

長
母
音
は、
「
末
尾
に
到
る
ほ
ど
7
l
テ
ィ
キュ
レ
l
シ
ョ
ン
が
ゆ
る
み、
多

少
と
も
[
乙
の
よ
う
な
ZH
な
母
音
に
近
づ
く
傾
向
が
認
め
ら
れ」、
「
た
と

え
ば
['U]
の
よ
う
な
(
同一
の)
母
音
が
直
接
先
行
の
母
音
に
同
化
し
て
い

る
と
言
え」
る
の
で
「\\
(
記
号
は
何
で
も
よ
ろ
し
い)
の
よ
う
な
音
素
を

立
て
る
こ
と
が
で
き」
る
と
い
う。
即
ち
「
環
境
問
化
の
作
業
原
則」
が
適
用

さ
れ
る
の
で
あ
る。
日
本
語
の
場
合
は、
右
に
述べ
た
よ
う
な
音
声
的
相
違
は，

あ
る
け
れ
ど
も、
な
お
北
京
官
話
の
場
合
と
同
様
な
意
味
で
は「
環
境
問
化
の
作

業
原
則」
は
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う。
従
っ
て
本
文
中
の、

〈ω
が
〈
ミの
前
行
同
化
を
受
け
て
い
る
と
述
べ
た
点
は
一再
考
を
要
す
る。

し
か
し
私
見
で
は、
「
環
境
問
化
の
作
業
原
則」
は
適
用
さ
れ
な
く
て
も、
右

に
述べ
た
音
声
的
相
違
及
び
音
楽
配
列
の
見
地
か
ら、
や
は
り
〈闘
は
〈-
と

は
別
の品目
素
に
該
当
さ
せ
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る。

相官
江
地
万
の
方
言
に、
北
京
{呂
話
の
長
母
音
に
似
た
音
声
現
象
が
み
ら
れ

る。
即
ち
文
末
に
疑
問・
呼
掛
音
調
が
加
わ
っ
た
時、
文
末
の
短
母
音
は
長
音

化
す
る
が、
東
京
方
言
な
ど
の
場
合
の
長
音
と
は
異
な
り、
二
重
母
音
的
で
あ

り、
開
く
方
向
に
向
か
う。

込山
日U
首
伸
一

[
コ
何
陣
一].

[
口町
九期
].

[
コ『市
]

E
Q
一

[
Z
EU]

品円
宵い叫

[
EU]

こ
れ
は
北
京
官
話
と
同
様
に
「
環
境
問
化
の
作
業
原
則」
に
よ
っ
て、
長血目

t目
素
が
加
わ
っ
た
も
の
と
解
釈
し
得
る
蓋
然
性
が
あ
る。
と
の
二
重
母
音
化
は

土
地
の
人
は
意
識
し
て
い
な
い。

(
付
記)

筆
者
浅
学
の
た
め
見
当
違
い
の
批
判
を
し
て
礼
を
失
し
た
点

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん。
そ
の
場
合
は
何
卒
御
許
し
下
さ
い。

111
島
根
大
学
文
理
学
部
講
師

||
(
昭
和
お
年
日
月
1
日
稿)
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